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読売日本交響楽団 創立 60周年記念読売日本交響楽団 創立 60周年記念

“日本トップレベルのオーケストラ”

82 歳を超えた今も、熱い音楽作りで
絶大な人気を誇る“炎のマエストロ”

指揮＝小林研一郎

“かてぃん”の名でYouTube でも大人気！
新時代を切り開く注目のピアニスト

ピアノ＝角野隼斗 ©@ogata_photo
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   読売日本交響楽団
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　　ラフマニノフ：ピアノ協奏曲第 2番 ハ短調 作品 18
チャイコフスキー：交響曲第 5番 ホ短調 作品 64

ほりおこそう
心の豊かさ
伝えよう未来へ
岩手の文化

2022年10月8日（土）開演 15:00（開場 14:15）

■主催：岩手県文化振興事業団、テレビ岩手、読売日本交響楽団　　■共催：岩手日報社

■特別協賛：　　　　　　　　■読響60周年記念東北公演オフィシャル・スポンサー：大成建設株式会社
■後援：岩手県芸術文化協会

●岩手県民会館 019-624-1173（窓口・電話予約／9:00～21:30／毎月第３月曜休館）
●アネックスカワトク　●カワトク　●盛岡市民文化ホール　●いわて生協（一部店舗を除く）
●読響チケットセンター 0570-00-4390（10:00～18:00／年中無休／チケット送料無料）

プレイガイド

料金
全席指定・税込 S席：6,500円　A席：5,500円　B席：5,000円

●発売日：７月20日（水） ※小中高生は各席半額、コンサート・サロン会員 20％
引き（いずれも県民会館のみ取り扱い）
※未就学児の入場はご遠慮願います。
※公演内容・開演時間並びにチケット販売等につきまし
ては変更となる可能性がございます。最新の情報につい
ては、岩手県民会館ホームページをご確認ください。
※感染症拡大防止にご理解ご協力をお願いいたします。

岩手県民会館 事業課
TEL  ���-���-����

（�:�� ～ ��:�� ／毎月第３月曜休館）

小林研一郎
Ken-ichiro Kobayashi, Conductor 

角野隼斗
Hayato Sumino, Piano

岩手県民会館 大ホール

お問い合わせ
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小林研一郎の≪入魂のチャイコフスキー≫
新鋭・角野隼斗がラフマニノフを弾く！

Yomiuri Nippon Symphony Orchestra

読売日本交響楽団 

1962 年、日本のクラシック音楽の振興と普及のた
めに読売新聞社、日本テレビ放送網、読売テレビの
グループ 3社を母体に設立。創立以来、世界的な指
揮者、ソリストと共演を重ねている。2019 年 4月に
ドイツの名匠セバスティアン・ヴァイグレが第 10
代常任指揮者に就任。現在、名誉顧問に高円宮妃久
子殿下をお迎えし、サントリーホールなどで充実
した内容の演奏会を開催している。17 年 11 月に
はメシアン〈アッシジの聖フランチェスコ〉（全曲
日本初演）が好評を博し、『音楽の友』誌の「コン
サート・ベストテン」で第 1位となったほか、サン
トリー音楽賞を受賞。演奏会の様子は BS 日テレ
「読響プレミア」などで放送されている。

Ken-ichiro Kobayashi, Conductor

小林研一郎（指揮）

82 歳を迎えた今も情熱的な指揮で、国際的に活躍
し続けるマエストロ。2011 年から読響特別客演指
揮者を務める。福島県いわき市生まれ。東京芸術大
学作曲科及び指揮科卒業。第 1 回ブダペスト国際
指揮者コンクール優勝。欧州の一流楽団を多数指
揮し、02年「プラハの春」音楽祭では東洋人として
初めての開幕コンサートに招かれ、「我が祖国」を
チェコ・フィルと演奏。ハンガリー国立響の音楽
総監督、チェコ・フィル常任客演指揮者などを経
て、日本フィル桂冠名誉指揮者、九響名誉客演指揮
者、リスト音楽院名誉教授などを務めている。13
年秋の叙勲で旭日中綬章が授与され、20年にはハ
ンガリー国大十字功労勲章（最高位）を受章。昨年、
恩賜賞・日本芸術院賞を受賞。

角野隼斗（ピアノ）

ジャンルを超えた活動で異彩を放つ新時代のピア
ニスト。1995 年生まれ。東京大学在学中、ピティナ特
級グランプリ受賞きっかけに本格的に音楽活動を
開始。21年ショパン国際ピアノコンクール セミファ
イナリスト。これまで読響、国立ブラショフ・フィル、
日本フィルなどと共演。18 年に渡仏し、音響音楽研
究所（IRCAM）で音楽情報処理を研究するほか、
J=M. ルイサダらに師事。20 年に東京大学大学院を
卒業し、国内外でコンサート活動を行う傍ら
“Cateen（かてぃん）”名義で自ら作編曲及び演奏した
動画を YouTube で配信し、人気を博している。20
年 12月、アルバム「H AYATOS M 」（e plus music）
をリリース。「情熱大陸」「題名のない音楽会」などテ
レビ出演多数。スタインウェイアーティスト。

Hayato Sumino, Piano

　“コバケン” の愛称で親しまれ、絶大な人気を集める世界的名匠・小
林研一郎が登場！ 今年創立 60 周年を迎えた日本を代表するオーケスト
ラ、読売日本交響楽団を指揮します。エネルギー漲る渾身のタクトで圧
倒的な響きを作り、会場を深い感動に包み込むでしょう。
　メインは、小林の “十八番” とされるチャイコフスキーの交響曲第 5 番。
哀愁ただよう旋律や、バレエ音楽を得意としたチャイコフスキーらしい軽
快なワルツ、そして終楽章の金管楽器による壮麗なフィナーレに至るまで
オーケストラの魅力が詰まった名作です。小林は、一音一音に魂を込め、
オーケストラから輝かしく重厚なサウンドを引き出し、興奮のクライマック
スへと誘います。
　前半は、YouTube やテレビなどでも幅広い世代から注目を浴び、八面
六臂の活躍を見せる新鋭ピアニスト角野隼斗が、ラフマニノフのピアノ協
奏曲第 2 番で共演します。独特の透明感とみずみずしいタッチを誇る角
野が、雄大かつロマンティックなラフマニノフの傑作協奏曲をどのように弾
くのか、期待が高まります。絢爛豪華な響きと繊細なメロディが、聴衆の
心を鷲づかみにするでしょう。
　世界的名匠と新時代のピアニストの競演をどうぞお楽しみください！


